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１【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】
　2019年12月26日に提出いたしました第26期（自　2018年10月１日　至　2019年９月30日）有価証券報告書の記載事項

の一部に訂正すべき事項がありましたので、2020年３月16日に有価証券報告書の訂正報告書を提出いたしましたが、当

該訂正報告書の記載事項に誤りがありましたので、これを訂正するため有価証券報告書の訂正報告書を提出するもので

あります。

 

２【訂正事項】
１　有価証券報告書の訂正報告書の提出理由

 

３【訂正箇所】
　訂正箇所は＿＿＿を付して表示しております。

 

１【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】
　　（訂正前）

　当社は、当社のエネルギーコスト削減事業に関する売上計上時期の適切性につき外部からの指摘を受け、社内調査を進

めた結果、一部につき不適切な会計処理が行われていた疑念があることを認識いたしました。かかる事態を受け、当社

は、外部の専門家を委員長とする特別調査委員会を設置し調査を行い、2020年３月13日付で調査結果の報告を受けまし

た。当該調査において、不適切な会計処理が行われていたことが発見されたため、過年度の決算を訂正することと致しま

した。

＜以下省略＞

 

　　（訂正後）

　当社は、当社のエネルギーコスト削減事業に関する売上計上時期の適切性につき外部からの指摘を受け、社内調査を進

めた結果、一部につき不適切な会計処理が行われていた疑念があることを認識いたしました。かかる事態を受け、当社

は、外部の専門家を委員長とする特別調査委員会を設置し調査を行い、2020年３月16日付で調査結果の報告を受けまし

た。当該調査において、不適切な会計処理が行われていたことが発見されたため、過年度の決算を訂正することと致しま

した。

＜以下省略＞
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